
















（Comparability of Financial Statements）』（Ｅ32）を提案し、会計基準を国際的に統一化もしくは
調和化するための活動を開始した2）。
ＩＡＳＣのこのような動きは、証券監督者国際機構（International Organization of Securities
Commissions；IOSCO）の支持を背景に、2001年からＩＡＳＣのあとを継いで、国際会計基準審議
会（International Accounting Standards Board；IASB）3）が担うこととなった。ＩＡＳＢの活動は、
旧ＩＡＳＣ時代から引き継がれた既存の国際会計基準（International Accounting Standards；IASs）
を改善する改善プロジェクト（Improvement project）4）と、今後ＩＡＳＢが設定することになる国
















































































である（Chapter 1, par. 12）。
⑥ 財務諸表の利用者が経済的意思決定を行うためには、企業がキャッシュを創出する能力、





する情報はおもに準備金変動表（statement of movements in reserves）とともに損益計算書
（profit and loss account）上で提供される。財務的適合性（financial adaptability）に関する情
報は、別途のキャッシュフロー計算書および当該企業に関する適切な開示による財務諸表
およびその他の主要財務表上で提供される（Chapter 1, par. 19）。
⑨　会計情報は、主要財務諸表および補助的注記で構成される財務諸表の組織的集合体の形
（in the form of a structured set）で表示される（Chapter 6, par. 2）。
⑩　主要財務諸表には、（a）損益計算書（the profit and loss account）、（b）総認識利得損失計
算書（the statement of total recognised gains and losses）、（c）貸借対照表（the balance sheet）、
および（d）キャッシュフロー計算書（the cash flow statement）が掲げられている（Chapter
6, par. 3）15）。
⑪　財務業績表は、歴史的原価損益に関する注記（a note of historical cost profits and losses）
を含めた損益計算書（profit and loss account）、および総認識利得損失計算書（the statement
of total recognised gains and losses）であり、これらには、広い意味での企業の利得（gains）




認識利得損失に属しているとする（Chapter 6, par. 16）。






得および損失の構成要素ではないことに注意すべきである（Chapter 6, par. 17）。
⑫　企業の財務状態は、企業が支配する（controls）経済的資源、その財務的構造、その流動
性および財務的実行可能性（financial viability）、およびその企業が活動する環境の変動に





















れを発展させた財務報告基準のための公開草案（Financial Reporting Exposure Draft）第１号『財























1987年に財務会計基準（Statements of Financial Accounting Standards）第95号『キャッシュフロ






























けられるものが、会計基準運営委員会（Accounting Standards Steering Committee；ASSC）によ
って1975年に標準的会計実務書（Statements of Standard Accounting Practice）第10号『資金の源















































































もとづいた開示が導入された標準的会計実務書（Statement of Standard Accounting Practice）第６













（The Statement of Source and Application of Funds）』（ＡＰＢＯ３）に置き換えるための、意見書第

























勘定科目 当期 前期 
経済財Ｘ（b） 








































































































































































シュフロー計算書（Statement of Cash Flows）』を提示し、1987年11月に財務会計基準書



























































































































































（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）























（ ） （ ）
百万ポンド 百万ポンド 百万ポンド 百万ポンド 百万ポンド














































































































































































1970年１月に会計基準運営委員会（Accounting Standards Steering Committee；ASSC）が設置され、1976年
には会計基準委員会（Accounting Standards Committee；ASC）に改組・改名されたが、1990年８月には職
業会計士団体から独立した新組織としてＡＳＢが発足され、ＡＳＣの後を継ぐことになった。ＡＳＢは、ＡＳＣ











1999年12月公表の、ＳＰＦＲ第７章「財務情報の表示（Presentation of financial information）」の「原則
（principles）」では、「財務諸表は主要財務諸表および主要財務諸表を敷衍して説明する補助的注記（sup-
porting notes）で構成される。主要財務諸表それ自体は、財務業績表（the statement of financial performance）、
財務状態表または貸借対照表（the statement of financial position or balance sheet）、およびキャッシュフロ








要財務諸表の一つとして「損益計算書（profit and loss account）および総認識利得損失計算書（statement
























在の進行状況と将来の方向（Reporting Financial Performance : Current Developments and Future Directions）』
を公表し、ＩＡＳＣはＧ４＋１の検討にもとづき、1999年９月にポジション・ペーパ（Ｇ４＋１　Position paper，）
『財務業績の報告（Reporting Financial Performance : A Proposed Approach）』を公表した。「ポジション・
ペーパ」では、Ｇ４＋１における財務業績報告の現状を比較検討したうえで、認識されたすべての利得・
損失（すべての財務業績）は二つの計算書（すなわち、損益計算書と総認識利得損失計算書）より、単
一の「財務業績計算書（Statement of financial performance）」による報告を提案している（「ポジション・
ペーパ」para.2.5.）。このような国際的議論の経緯をふまえて、ＡＳＢは2000年12月に財務報告草案第22号
『ＦＲＳ３の改訂（Revision of FRS３ 'Reporting Financial Performance '』（ＦＲＥＤ22）を公表した。ＦＲＥＤ22
の主要な提案は、国際的調和化の観点から、現行の損益計算書に総認識利得損失計算書を結合して、単
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